
ャンドルを作ろ

〔対象：全学年共通〕

責ねらい クリスマスを迎えるころに、 ;t7
フィンを溶かして自作のろうそく
わせる中て、形や色、模様な ど
ことにより、 季節に応じても豆）
さを吐わわせるC

1 。 型を作る

［準間物／——-­

・トイレットヘ ー ハ ー いしん（上作用紙、 プ

リンカップてもよし)。)

。缶づめり）字缶（ろうの人れ物にする(/)で‘

洗っておく。）

. i白ねんど 。竹ひご（つま

l)ロウを人れる型を作る。

①机に新間飢を広けて、 平ら！こした油以んどを上;
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② ろうそくCi)型 （トイレットペ ー ハ ー のしん）

油ねんどに深くさす。

0さし込みが不十分だと、 ロウ/Ji流れ出てくるの

でしっかりさし込も9 ぐJ

。祈間紙l「1分
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(2)型豆）油ねんど())中心に、 竹ひごをさす。

□ この竹ひこの所はロウソクり）しんの穴に なるぐ

とかす。

〔）ろうは約60じごとけてくる。 ロウの人っだ空缶

も熱くなるいで、 ぞうさんやタオルなどを使っ

て窄缶を持つ。

C)型Cf)巾心に、 竹ひごがささるよう口、 また

竹ひ,:が真っすぐに豆つようにする。

2. ロウをとかして色をつける。

［準備物l -----------

。なべ（アルミでできた使し〗すてのもの）

を

. /ぐラノィン(100 g) (ロウソク7�, 8本で

0 -二:翡l。全蘭I刈 8 ノ＼ ー j - （家てすると苔はガ

(1)空缶にパラフィン（ろうそく）

CJロウをとかすと苔は、 空缶ごとに熱褐につけて

(2)とけたロウに好笞な化のクレ’ ヨンを人れてとか

す。

0クレヨンは小指の先くら

し：）の娼をめやす1こし、 人

れすぎないようにする。

Oタレ�ヨンかi農すぎると、

炎が小さくなり やすいの

て、 化を見ながら少しず

つとかす。
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さ クレヨン 。 カッタ ー

を入れてとかす
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しんを作る

［準偏物］

。 はさみ 。 ヒンセット （� わりば

(1)たこ糸を6 cmくらい(!)にさに切る。

(2)とけたロウにたこ矛をひだし

スレンジをり月火にして使うCう）

りばし） □ご叶又り/Iiして、

;j-; ピンセット

まっすくに伸ばしてお
/ 
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こ）ロウがさめるとすくかたくなるので、 干早く取

り出す。
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(J =一lしかロウソクのしん｛こなるし

しんが旧し j こ、 姿が小さくなるCi)て、

るたご糸を：、

-)けておくC
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ヽ｝本し j -, しょ:::: ロウでまとめて
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るうそくは言から日本：こあり、）［」り

使われてきまし］こ特：こ、 昔はクシ� ラし))訓か

らピっだ鮒浅乳（け
、
し�＼ろ号）や習からとっだ（み

4. ロウソクを作る

(1)どかして色づけをしたら、ロウを間に流し込む。

21ロウが固まっ茫ら、 切をはずし、 忙ひごを抜き

取る。

U)竹ひこを抜き収った穴 しんを人且る。
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5 。 おもしろいロウソクを作る

(1)し� ま模様Ci)ロウソク

ロウを国めるどぎ、仲,J[n[かに分けて違□ だ色(})

ロウを加し込むど、 しまオ兌様のロウソクか了苔

る。

リン[―1ウソク

プリンカップ｛ごロウを泊し込む。

こ7リンカップは熱で及!J; 丁るこどがある『）で、

水に浮かへて{『;I, とよし'

い固まり始めだら、 真ん中：こつまよりし
ャ
をさし、

しん『）穴を作るい

資゜7.
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ろうそく(i)歴史

＇）そう）を1吏ってし」ましだ C・

クレゴンなど

なってl, o ますc,

これ今で(J:、 石沖から！く予フィンをピり、

をろうそくCi)原料としてし）ます，）

まだ、 I 、ラ，J ィンから作ら；lLるもCi)には、

あります。

ろう:;:_. くか燃ぇる=

ろ号そくか甕えるピし,-jと、 ろ予そくし「）し

んが燃え-c ,., る0)だとかんちがし) :rる人が笈

し.)ですが、 本閃はろ9そく(!)ロウがといて気

体：こな→ て、 そ豆）気体が燃えてし］るのてす。

ろうそくか燃えるしく五はドの凶のよ号：こ
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